
62秀英体の揺籃の地をさぐる

二
│
一　

秀
英
舎
の
誕
生
と
そ
の
命
名
者

　

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
の
源
流
は
お
お
き
く
は
ふ
た
つ
あ
る
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
一
〇
月
九
日
創
業
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
一
月
一
三
日
設
立

の
株
式
会
社
秀
英
舎
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
四
月
四
日
創
立
、
九
月
一
日
開
業

の
日
清
印
刷
株
式
会
社
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
会
社
が
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
二
月
二
六
日
に
合
併
し
て
、

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

秀
英
体
と
呼
ば
れ
る
活
字
書
風
を
確
立
し
た
の
は
お
も
に
は
秀
英
舎
で
あ
っ
た
。
秀
英
舎
の
発
祥
の
地
は
京

橋
区
西
紺
屋
町
角
（
数
寄
屋
河
岸
御
門
外
弥
左
衛
門
町
一
三
番
地
）
で
あ
る
。
そ
の
創
業
の
場
所
は
現
在
の
中
央
区

の
晴
海
通
り
に
面
し
て
お
り
、
数
寄
屋
橋
交
番
の
前
に
あ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
晴
海
通
り
は
当
時
の
道
幅
で
は
な

く
て
拡
幅
さ
れ
て
い
る
が
、
数
寄
屋
橋
の
交
差
点
に
立
つ
と
秀
英
舎
の
創
業
時
代
の
お
お
よ
そ
の
立
地
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
交
番
の
前
、
不
二
屋
洋
菓
子
店
・
み
ず
ほ
銀
行
（
旧
富
士
銀
行
）
の
あ
た
り
が
秀
英
舎
の
本
舎
・

活
字
版
印
刷
工
場
の
所
在
地
で
、
銀
座
四
丁
目
に
向
か
っ
て
ソ
ニ
ー
ビ
ル
の
あ
た
り
が
秀
英
舎
の
石
版
印
刷
部

門
（
オ
フ
セ
ッ
ト
平
版
印
刷
部
門
に
つ
ら
な
っ
た
）
の
泰
錦
堂
、
野
村
証
券
の
あ
た
り
が
金
属
活
字
・
電
鋳
版
製
造

部
門
の
製
文
堂
で
あ
っ
た
。

　

創
業
時
の
陣
容
は
、
事
務
員
五
名
、
工
員
二
一
名
の
あ
わ
せ
て
二
六
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
備
の
ほ
と
ん
ど

は
東
京
第
一
大
区
八
小
区
山
城
町
（
い
ま
の
泰
明
小
学
校
の
あ
た
り
）
に
あ
っ
た
高
橋
活
版
所
の
設
備
一
切
を
一
千

円
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

左
図

江
戸
末
期
の
数
寄
屋
橋
界
隈
。
秀
英
舎
は
山
下

御
門
前
・
山
城
町
河
岸
に
あ
っ
た
高
橋
活
版
所

の
設
備
を
購
入
し
て
西
紺
屋
町
角
に
お
い
て
創

業
し
、
の
ち
に
山
下
町
に
あ
っ
た
活
字
鋳
造
工

場
を
買
収
し
て
製
文
堂
と
し
て
自
社
の
活
字
鋳

造
設
備
を
あ
わ
せ
て
元
数
寄
屋
町
に
移
転
し
た
。

『
分
間
江
戸
大
絵
図
』

　
　
　
　
　
（
須
原
屋
茂
兵
衛
版　

安
政
六
年
）
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秀
英
舎
は
明
治
九
年
一
〇
月
九
日
に
創
業
さ
れ
た
。
そ
の
発
祥

の
地
は
西
紺
屋
町
角
、
数
寄
屋
河
岸
御
門
外
弥
左
衛
門
町
一
三

番
地
で
あ
っ
た
。
現
在
の
数
寄
屋
橋
交
差
点
の
交
番
を
の
ぞ
く

み
っ
つ
の
角
は
、
明
治
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
秀
英
舎
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
て
い
た
。

（『
東
京
京
橋
区
銀
座
附
近
戸
別
一
覧
図
』

　

勇
美
堂
石
版
印
刷
所
・
平
田
勇
太
郎　

　

明
治
三
五
年　

京
橋
図
書
館
所
蔵
）
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こ
の
と
き
買
収
し
た
活
字
類
と
印
刷
機
の
詳
細
に
関
し
て
は
明
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
ず
か
な
記

録
で
は
、
創
業
当
初
の
秀
英
舎
の
工
場
に
は
、
明
朝
体
活
字
の
、
四
号
、
五
号
サ
イ
ズ
が
若
干
あ
っ
た
。
ま
た

四
六
判
一
六
ペ
ー
ジ
掛
手
引
き
印
刷
機
（
お
お
む
ね
B
2
判
の
活
字
版
印
刷
機
）
一
台
、
四
六
判
八
ペ
ー
ジ
掛
手
引

き
印
刷
機
（
お
お
む
ね
B
3
判
の
活
字
版
印
刷
機
）
一
台
、
半
紙
判
掛
手
引
き
印
刷
機
（
お
お
む
ね
B
4
判
の
活
字
版

印
刷
機
）
一
台
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

創
業
者
は
四
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

そ
の
ひ
と
り
の
佐
久
間
貞
一
（
一
八
四

八
│
九
八
）
は
江
戸
下
谷
南
稲
荷
町
に

生
ま
れ
た
。
幼
名
を
千
三
郎
と
い
い
、

の
ち
あ
ら
た
め
て
貞
一
と
し
た
。
佐
久

間
家
は
代
々
武
蔵
国
葛
飾
郡
当
代
村
の

名
主
だ
っ
た
。
父
・
甚
右
衛
門
の
代
に

な
っ
て
、
小
禄
な
が
ら
御
賄
方
の
家
格

を
買
い
取
っ
て
幕
臣
と
な
っ
た
。
佐
久

間
貞
一
は
維
新
の
戦
争
に
際
し
て
は
、

彰
義
隊
隊
士
と
し
て
上
野
戦
争
に
参
加

し
た
ほ
ど
の
侠
気
さ
か
ん
な
若
者
で
あ

り
、
ま
た
ほ
ろ
び
さ
っ
た
徳
川
幕
府
の

上
図
は
『
株
式
会
社
秀
英
舎
沿
革
誌
』（
明
治

四
〇
年
三
月
二
〇
日
）
の
口
絵
に
紹
介
さ
れ
た

写
真
図
版
。
石
版
印
刷
に
よ
る
不
鮮
明
な
写
真

で
あ
る
が
、
こ
の
印
刷
機
が
創
業
の
際
の
記
念

す
べ
き
手
引
き
式
印
刷
機
で
あ
り
イ
ギ
リ
ス
製

で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
社
名
の
命
名
の
由
来

と
あ
わ
せ
て
も
興
味
ぶ
か
い
。
頭
部
の
形
状
か

ら
み
て
ア
ル
ビ
オ
ン
・
プ
レ
ス
か
と
思
わ
れ
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
の
時
点
で
は
ま
だ

秀
英
舎
で
使
用
も
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
秀
英

舎
は
こ
の
の
ち
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
四

月
二
五
日
に
失
火
炎
上
し
て
い
る
。
ま
た
関
東

大
地
震
の
罹
災
も
激
甚
を
き
わ
め
た
の
で
、
そ

の
い
ず
れ
か
の
と
き
に
消
滅
し
た
と
推
測
さ
れ

る
。
な
お
ア
ル
ビ
オ
ン
・
プ
レ
ス
の
小
型
機
は

ミ
ズ
ノ
・
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
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幕
臣
で
あ
っ
た
と
の
自
意
識
が
長
ら
く
つ
よ
か
っ
た
。

　

創
業
に
あ
た
っ
て
社
名
と
な
っ
た
「
秀
英
」
は
創
業
時
の
出
資
者
の
ひ
と
り
保
田
久
成
（
英
・
漢
学
者
で
の
ち

佐
久
間
貞
一
の
義
兄
と
な
る
。
佐
久
間
貞
一
の
没
後
は
秀
英
舎
第
二
代
舎
長　

一
八
三
六
│
一
九
〇
四
）
の
命
名
で
、
当
時

の
世
界
き
っ
て
の
大
国
・
イ
ギ
リ
ス
を
超
え
て
秀
で
る
と
の
意
が
託
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
命
名
を
得
た
佐
久
間
貞
一
は
、
か
ね
て
か
ら
の
知
己
で
、
旧
幕
臣
と
し
て
新
政
府
内
の
出
世
頭
と
な
っ

た
参
議
兼
海
軍
卿
・
勝
海
舟
（
安
房　

一
八
二
三
│
九
九
）
に
看
板
の
揮
毫
を
依
頼
し
た
。
勝
海
舟
は
早
速
筆
を

と
っ
て
「
秀
英
舎
」
と
題
し
て
佐
久
間
貞
一
に
与
え
た
。
秀
英
舎
の
社
名
は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
、
そ
の

活
字
書
風
と
し
て
の
秀
英
体
の
名
称
に
つ
ら
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
│
二　

新
聞
の
印
刷
か
ら
は
じ
ま
っ
た
秀
英
舎
の
歴
史

　

明
治
維
新
の
の
ち
し
ば
ら
く
、
佐
久
間
貞
一
は
元
彰
義
隊
隊
士
と
し
て
維
新
勢
力
か
ら
追
捕
の
身
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
に
東
京
を
逐
電
し
た
佐
久
間
貞
一
は
あ
ち
こ
ち
を
逃
げ
歩
き
、
や
が
て
徳
川
家
達
に
よ
る
徳
川
家
領

と
さ
れ
た
静
岡
に
い
た
り
、
沼
津
兵
学
校
掛
川
支
寮
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
つ
い
に
は
と
お
く
鹿
児
島
に
両
三
年

留
学
し
た
と
自
ら
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
七
月
一
四
日
に
廃
藩
置
県
が
施
行
さ
れ
て
、
次
第
に
旧
幕
臣
へ
の
追
捕
の
手

も
ゆ
る
ん
だ
。
翌
年
佐
久
間
貞
一
は
旧
徳
川
幕
府
直
轄
領
で
あ
っ
た
九
州
・
天
草
に
渡
り
、
そ
の
地
の
二
〇
戸

勝
海
舟
（
一
八
二
三
│
九
九
）



67 秀英体の揺籃の地をさぐる

ほ
ど
の
民
衆
を
北
海
道
の
日
高
国
浦
河
郡
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
奔
走
し
た
。
ほ
か
に
も
北
海
道
時
代
の
佐
久

間
貞
一
は
、
朋
友
と
ふ
た
り
で
函
館
に
店
舗
を
構
え
た
と
さ
れ
る
が
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
維
新
政
府
は
、
成
立
直
後
の
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
三
月
、「
諸
事
御
一
新
・
祭
政
一
致
」
を
打
ち
出

し
、
神
仏
分
離
令
を
公
布
し
て
廃
仏
毀
釈
を
推
し
進
め
た
。
翌
年
七
月
に
は
神
祇
官
を
設
け
て
太
政
官
の
上
に

置
い
た
。
神
祇
官
は
皇
室
の
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
全
国
の
神
社
・
神
官
を
支
配
下
に
お
い
た
。

　

さ
ら
に
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
一
月
三
日
、
神
道
の
国
教
化
を
も
く
ろ
む
政
府
は
大
教
宣
布
の
詔
を
発
し
た
。

こ
の
大
教
と
は
す
な
わ
ち
神
道
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
神
道
・
仏
教
・
儒
教
が
習
合
し
た
も
の
を
一

般
に
神
道
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
大
仰
に
大
教
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
神
道
国
教
化
政
策
は
、

お
も
に
は
尊
皇
攘
夷
を
と
な
え
て
維

新
に
参
画
し
た
平
田
派
の
国
学
者
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
近
代
化
政
策
の
推
進
や
文
明
開
化

の
気
運
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
頑
迷
な

国
学
者
へ
の
反
発
が
つ
よ
ま
り
、
神

祇
官
は
神
祇
省
、
教
部
省
と
次
第
に

格
下
げ
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
つ

い
に
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
以
後

佐久間貞一
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